
特
別
区
は
従
属

し
た
自
治
体
に

　

立
命
館
大
学
の
森
裕
之
教

授（
地
方
財
政
学
）は
、「
都
」

構
想
は
現
在
一
つ
の
自
治
体

で
あ
る
大
阪
市
を
廃
止
し
、

複
数
の
「
特
別
区
」
に
解
体

す
る
も
の
で
、「
特
別
区
」

は
権
限
・
財
源
を
府
に
握
ら

れ
た
「
従
属
自
治
体
」
だ
と

あ
ら
た
め
て
断
じ
ま
し
た
。

　

維
新
は
「（
大
阪
の
）土
地

は
な
く
な
ら
な
い
」
な
ど
と

主
張
す
る
が
、「
大
阪
市
は

気
付
か
れ
に
く
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

府
市
一
体
化
は

あ
い
ま
い
表
現

　

立
命
館
大
学
の
村
上
弘
教

授（
行
政
学
・
地
方
自
治
論
）

は
、
大
阪
市
廃
止
＝
「
都
」

主
義
的
な
改
革
を
支
持
す
る

層
を
組
織
す
る
「
モ
ン
ス
タ

ー
の
よ
う
な
集
票
マ
シ
ン
」

に
変
貌
し
て
い
る
と
分
析
し

ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
の
住
民
投
票

で
は
、
40
万
の
大
量
棄
権
層

の
う
ち
10
万
が
大
阪
市
廃
止

に
「
賛
成
」、
30
万
が
「
反

対
」
し
た
と
分
析
。
15
年
の

ダ
ブ
ル
選
や
、
こ
と
し
４
月

の
「
出
直
し
ダ
ブ
ル
選
」
で

は
棄
権
に
戻
っ
て
い
る
と

し
、「
大
量
棄
権
層
の
動
向

が
勝
敗
を
分
け
る
」
と
語
り

ま
し
た
。

都
、
府
市
の
一
体
化
」
な
ど

の
あ
い
ま
い
な
表
現
に
徹
し

た
が
、「
大
阪
市
の
廃
止
」

が
明
記
も
説
明
も
さ
れ
て
お

ら
ず
、
市
の
廃
止
を
伴
う

「
都
」
構
想
が
市
民
に
認
め

ら
れ
た
と
は
到
底
言
え
な
い

と
述
べ
ま
し
た
。

投
票
と
得
票
の

分
析
か
ら
見
て

　

帝
塚
山
学
院
大
学
の
薬
師

院
仁
志
教
授（
社
会
学
）は
、

15
年
の
住
民
投
票
と
大
阪
市

長
選
、
４
月
の
大
阪
市
長
選

の
投
票
率
と
候
補
者
の
得
票

率
を
詳
し
く
分
析
。
投
票
率

は
政
治
へ
の
関
心
を
持
つ
人

の
割
合
で
も
あ
り
、
概
し
て

投
票
率
の
低
い
地
域
で
、
維

新
の
支
持
率
が
高
い
と
語
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
浪
速
区
・
中
央
区

・
西
区
・
北
区
な
ど
転
入
・

転
出
率
が
高
い
地
域
で
も
、

維
新
の
支
持
率
が
高
い
と
指

摘
。「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
知
ら
ず
、
大
阪
の
こ
と

が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
自
分

の
意
見
の
持
ち
よ
う
が
な

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

大
阪
都
構
想
は

毒
ま
ん
じ
ゅ
う

　

京
都
大
学
大
学
院
の
藤
井

聡
教
授（
公
共
政
策
論
）は
、

維
新
は
「
出
直
し
ダ
ブ
ル

選
」
で
候
補
者
が
入
れ
替
わ

っ
た
が
、
事
実
上
の
現
職
で

あ
り
、
議
員
選
で
も
第
１
党

だ
か
ら
支
持
さ
れ
た
側
面
が

あ
る
と
指
摘
。
選
挙
結
果
か

ら
、「
都
」
構
想
が
支
持
さ

れ
た
と
い
う
の
は
誤
解
だ
と

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
大
阪
市
議
選
で
維
新

は
過
半
数
に
達
し
て
お
ら

ず
、「
こ
れ
は
大
阪
市
民
の

『
都
』
構
想
否
決
判
断
だ
」

と
指
摘
。「
都
」
構
想
に
つ

い
て
反
対
派
は
、「
毒
ま
ん

じ
ゅ
う
」「
百
害
あ
っ
て
一
利

な
し
」
と
明
確
に
主
張
し
続

け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
語
り

ま
し
た
。

地
図
上
・
歴
史
上
か
ら
消
滅

す
る
」
と
反
論
。「
都
」
構

想
で
堺
市
が
廃
止
さ
れ
て

「
特
別
区
」に
な
っ
た
場
合
、

堺
市
の
一
般
財
源
の
う
ち
53

％
が
府
に
奪
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
警
告
し
ま
し
た
。

大
量
棄
権
層
が

勝
敗
を
分
け
る

　

関
西
学
院
大
学
の
冨
田
宏

治
教
授（
政
治
学
）は
、
維
新

政
治
が
続
く
中
、
選
挙
や
住

民
投
票
を
通
し
て
市
民
の
分

断
が
固
定
化
さ
れ
、
新
自
由

構
想
の
不
必
要
性
を
改
め
て

検
討
し
、
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
と
力
説
。
維
新
は
「
大

阪
の
成
長
を
止
め
る
な
」
と

叫
ん
だ
が
、
成
長
の
エ
ン
ジ

ン
で
あ
る
大
阪
市
を
な
く
せ

ば
、
不
便
に
な
る
と
語
り
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
維
新
は
「
大
阪

無
関
係
の
実
績

さ
か
ん
に
宣
伝

　

京
都
大
学
大
学
院
の
川
端

祐
一
郎
助
教
授（
公
共
政
策

論
）は
、
４
月
の
「
出
直
し

ダ
ブ
ル
選
」
を
め
ぐ
っ
て
、

「
都
」構
想
が
ど
う
い
う
「
改

革
」
な
の
か
と
い
う
問
題

が
、
い
っ
そ
う
あ
い
ま
い
に

な
っ
た
と
指
摘
。
そ
の
要
因

は
維
新
に
よ
る
議
論
の
す
り

替
え
が
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　

維
新
は
「
大
阪
都
構
想

で
、
さ
ら
に
便
利
で
暮
ら
し

や
す
い
大
阪
へ
！
」
と
宣
伝

し
た
が
、
そ
の
材
料
に
し
た

子
育
て
や
教
育
な
ど
の
「
実

績
」
は
、「
都
」
構
想
と
は

無
関
係
だ
と
強
調
。「『
変
え

る
こ
と
』
が
自
己
目
的
化
す

る
と
、
論
理
の
す
り
替
え
が

「
豊
か
な
大
阪
を
つ
く
る

学
者
の
会
」
が
開
い
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
＝
５
月
12

日
、
大
阪
市
中
央
区
内

大
阪
市
廃
止
の
リ
ス
ク
見
据
え
る

「
学
者
の
会
」シ
ン
ポ
「
都
」構
想･

維
新
政
治
を
検
証

　

大
阪
市
を
廃
止
・
分
割
す
る
「
大
阪
都
」
構
想
や
維
新
政
治
の
問
題
点
を
学
術

的
に
明
ら
か
に
し
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
を
続
け
て
い
る
「
豊
か
な
大
阪
を
つ
く

る
学
者
の
会
」
が
こ
の
ほ
ど
、
大
阪
市
中
央
区
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
統
一
地
方

選
の
結
果
か
ら
見
た
大
阪
の
現
状
と
課
題
～
大
阪
都
＝
大
阪
市
廃
止
の
リ
ス
ク
を

見
据
え
て
」
を
開
き
、
６
人
の
学
者
が
報
告
し
ま
し
た
。

shikai
テキストボックス
2019年6月2日付大阪民主新報



